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会社と社員の皆さまを支える『縁の下の力持ち』を目指して、がんばります。

佐川コンピューター・システム株式会社　総務部　山本真由実

「CO2排出権付き飛脚宅配便」の開発・商品化
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佐川急便の代金引換サービス「e-コレクト」

　従来のインターネットショッピングやカタログ販売などの支

払い方法は、「銀行など金融機関へ事前振込み」や「イン

ターネット上でクレジットカード決済をする」などが主な方法で

した。そのため、利用者はカード情報の漏洩や、商品が届

かないのではという不安がありました。

　佐川急便の「e-コレクト」は、商品と代金を直接引き換え

る代金引換サービスで、専用の決済端末機を利用するため

セキュリティ対策も万全です。また、事前振込みと比べて手

間もかからず、現金が手元になくてもクレジットカードやキャッ

シュカードで支払いが可能なことから、インターネットショッピ

ングやカタログ販売を利用されるお客さまから大変ご好評を

いただいています。2007年度は約9,400万個、およそ

1兆1,200億円の決済にご利用いただきました。

■進化する「e-コレクト」
　「e-コレクト」は、お客さまの利便性やご要望にお応えす

ることで、ますます進化するサービスです。決済方法の一つ

であるクレジットカードは、2008年3月現在合計19ブラン

ドのお取り扱いが可能です。

　また、業界初となる電子マネーによる決済を2007年7月

より開始し、東京23区と名古屋市内で後払い方式の「ク

イックペイ」がご利用いただけるようになりました。

　「e-コレクト」は、「現金」「クレジットカード」「デビットカード」

「電子マネー」と選択肢を広げ、時代のニーズに的確に対

応し、社会インフラとしての役割を担っています。

■�通販事業者向け決済代行
　「ネット決済サービス」を提供
　インターネット上のクレジットカード決済、コンビニオンライ

ン決済、コンビニ振込み票決済を包括的に提供する、「ネッ

ト決済サービス」を2008年4月より開始しました。

　「ネット決済サービス」は、ネットショップ運営に不可欠な

決済システムの提供、および売上代金の収納代行を行う

サービスで、ご購入者さまの多様な支払いニーズに対応。さ

らに、入金消込や精算などの代金収納に伴う、さまざまな業

務を一括で行えます。煩雑な業務を一元化し、簡単、便利、

効率的なネットショップ運営をサポートします。

■セキュリティ関連サービスの提供
　インターネットの普及に伴い、カードによる犯罪やオーク

ションを利用した犯罪などが急増していることから、商品の

お届けの際にもセキュリティの強化と安全な取引環境の確

立が求められています。

　佐川急便では、受取人さまを確実に特定できる業界初の

サービス「受取人確認配達サービス」を開始しました。配達

時に公的証書によるお名前の照合と、あらかじめ決められて

いるパスワードをe-コレクト決済端末機で照会することによ

り、二重のセキュリティを確保し、より安全にサービスをご利

用いただける環境を提供しています。

　また、「受取人確認配達サービス」のセキュリティをさらに

強化することで、2008年3月1日に施行された犯罪収益

移転防止法に対応した「クレジットカード配送サービス」を開

発（2008年4月21日より取扱開始）しました。これにより、

高いセキュリティが要求される重要な商品の取り扱いにも対

応でき、利用者さま・カード会社さま双方にとって安全で快

適なサービスとしてご利用いただけます。

ご購入者さま

佐川
フィナンシャル
収納代行口座

コンビニエンス・
ストア

クレジット
カード会社

佐川急便
（e-コレクト） 加盟店さま

￥

￥ ￥

￥

◦ネット決済サービス概要フロー図

セキュリティも万全です

◦ご利用いただけるクレジットカード
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心のこもった電話応対を目指して

　佐川急便では、会社の代表としてお客さまと接する「電

話応対」を第二の営業と位置付け、すべての電話で心のこ

もった応対を実践し、お客さまとの信頼関係を築けるよう、

電話応対品質の向上に努めています。

■佐川急便カスタマーサービスコンテストの開催
　佐川急便では、電話応対技術の向上を目指し、2001年

から社内電話応対コンクールを実施しています。2007年

度からは電話応対スキルだけでなく、顧客応対スキル向上

を目指す大会に一新しました。電話応対では、お客さまとお

互いの顔が見えないため、適切・迅速・誠意ある対応が求

められます。本コンテストは、「お客さまから『ありがとう』と言っ

てもらえる電話応対」というテー

マで、全国各地区・ブロックを

代表する9チームで「顧客応対

力」を競い合いました。

環境ロジスティクスセミナーの開催

　環境に対する関心が高まる中、荷主企業さまと物流事業

者のパートナーシップが今まで以上に重要になると考え、お

取引先や荷主企業さまを対象に、環境問題・グリーン物流

に関する情報提供を行う「佐川急便 環境ロジスティクスセ

ミナー」を開催しました。

　当日は、特定荷主※の企業さまを約100名お招きし、国

土交通省より地球温暖化対策について講演いただいた

他、当グループの環境経営についても、「物流の効率化」

「改正省エネ法への対応」「CO2排出権付き飛脚宅配便」

など具体的な事例を挙げて説

明を行いました。

■電話応対コンクールでの活躍
　2007年11月、（財）日本電信電話ユーザ協会が主催

する「第46回電話応対（CTI）コンクール全国大会」が開

催され、全国7,960名の中から選ばれた57名が参加し、「顧

客満足度」を競いました。佐川急便からは7名が各都道府

県の代表として出場し、高知店の社員が準優勝、徳島店

の社員が優秀賞（3位相当）を受賞しました。

　今後も、大会で得た経験や商品知識力を日々の業務に

活かし、これまで以上にお客さまに喜ばれるサービス品質の

提供に努めていきます。

※年間輸送量が3,000万トンキロを超え、
改正省エネ法により輸送における省エ
ネ計画およびエネルギー使用状況の
定期報告が義務付けられている荷主

品質向上への取り組み

■ISO9001の取得
　佐川急便では、お客さまに満足いただけるサービスの提

供を目指して、お客さまのニーズに的確にお応えできるサー

ビス品質の管理を実施しています。2008年5月現在、品

質マネジメントシステムの国際規格

ISO9001:2000の認 証を377の 事

業所で取得しており、輸送サービスに

関連するプロセスの継続的な改善に取

り組んでいます。

お客さまや職場の仲間に頼られるドライバーを目指します。
佐川急便　大阪店　國森亮太

■クオリティーマークの認定
　佐川急便独自の品質管理として、「クオリティーマーク」

の認定を行っています。これは、お客さまのニーズに的確に

お応えするためのサービス品質管理で、時間帯サービスの

履行率や不在再配達の履行率など11項目の基準を設け

て審査を行い、2007年度は20の

営業店が認定されました。今後も、

ISO9001およびクオリティーマーク

の取り組みによって、お客さまのニー

ズに的確にお応えできるサービス品

質の維持・改善に努めていきます。

2人1組のチームで競います 日頃の努力が実を結びました つねに笑顔を忘れません

セミナーのようす

ISO9001適合証明証 クオリティーマーク



48 SG HOLDINGS GROUP Sustainability Report 2008

　情報通信技術がどんなに高度化しても、人から人の手を

介してお客さまの大切なお荷物を運ぶ宅配便事業。佐川

急便では、荷物を運ぶ担い手である従業員を何にも代え難

い大切な「人財」と考

えています。長期・安

定雇用によりプロ意識

を芽生えさせ、仕事の

成果を上げ、会社に対

する「ロイヤリティ」を

もって働き甲斐を感じ

てもらうために、全従業

員の87.4%が正社員と

して活躍しています。

　佐川急便の障がい者雇用率は、2007年度も1.83％と

法定雇用率を達成しています。他の企業との大きな違いは、

特定法人での集約雇用ではなく、健常者と同じ職場で働く

ことです。同じ職場で一緒に業務に取り組み、互いに苦労

を分かち合い、目標達成の喜びを共有することを通じて、真

の意味で「障がい者の自立につながる」という考えをもって

取り組んでいます。

　今後もこのポリシーに基づき、ともに成長できる雇用促進

への取り組みを進めていきます。

　多様な個性を持った従業員全員が個々の能力を十分に

発揮できる場を提供することが、将来を見据えた労働力確

保のための企業戦略と考え、性別、年齢にとらわれず、さま

ざまな職域での採用を積極的に行っています。その中でも、

女性従業員の採用率は前年比171％と大幅な伸びを見せ

ており、さまざまな職場で女性が活躍しています。職種別で

は、事務職の3,602名が最も多く、次いでドライバー職が

1,536名、管理職で活躍している女性社員もいます。単に

女性従業員を増やすだけではなく、しっかりと育成し、能力

従業員とともに
働く人々の尊厳を守り、平等に機会を与え、一人ひとりの多彩な能力を伸ばす人材育成を推進し、従業員とともに成長
する企業でありたいと考えます。

労働力の内訳 雇用の促進

女性従業員の活躍支援

従業員構成（社員区別分）

契約社員、臨時社員
12.6％

正社員
87.4％

◦労働力の内訳グラフ
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◦女性従業員入社人数の推移

開発を視野に入れた中で、管理職への登用を積極的に推

進しています。

　また、育児休業の取得から復帰後の就業促進、託児所

の利用促進など仕事と育児の両立を高める施策も進めてお

り、出産後に職場復帰して活躍している女性従業員も多く

います。

Voice

全国初の女性営業課係長として
日々、責任の重さを感じています

　係長になって一番強く感じたのは、その責任の重さです。
朝礼での挨拶も、今までよりも慎重に言葉を選んで話さなけ
ればいけません。このことは先輩の係長の皆さんに日々ご指
導いただいています。うれしかったのは、
店長の「女性だからという扱いはしない」
という言葉。その言葉どおりの厳しい指
導の下、管理者として成長していきます。

福岡店　営業課　係長　大西　由希子

社会とのかかわり

サービス
センター職
222名

事務職
3,602名

主任職
58名

ドライバー職
1,536名

配送職
434名

管理職
3名

◦女性従業員職種別内訳
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いつも人と環境にやさしい、施設展開を心掛けています。

SGリアルティ株式会社　業務部　正木俊也

　佐川急便では、教育研修を通じて仕事に対するやりがい

と自己の成長を全従業員に感じてもらうため、さまざまな全

国統一の教育体系を整備しています。

　今後はさらに、より良い人材育成を行うためにも、教育研

修を修了した者の成果や成長を数値化して測定する仕組

みの構築を目指します。

人材育成・研修制度

◦2007年度研修実績

　SGホールディングスでは、すべての従業員が安全で安

心して働くことができる職場環境の確立を目指しています。

2007年度、佐川急便では労働災害の未然防止施策の一

環として、運転職・サービスセンター職・配送職を対象に、

安全靴の支給を行い、その結果、脚部全般にかかわる被災

を前年に比べて減少させることができました。

　全般的に労働災害発生率は減少傾向にあり、従業員の

安全に対する意識の向上が図れた結果だと考えています。

安全な職場の構築

研修のようす

　従業員が最大限に能力を発揮するためには、働きやすい

職場づくりが必要不可欠です。従業

員や家族の幸せ、お客さまへのサー

ビス品質向上の観点からも重要な課

題であるため、今後も企業の財産で

ある従業員への安全衛生対策の強

化に取り組み、安全が確保された安

心できる職場の提供に努めます。

■健康への意識づくり
　忙しい毎日に追われて、おろそかになりがちな心と体の健

康管理について、さまざまな媒体を通して従業員に意識づく

りを呼びかけています。

　中でも、毎月発行される社内報「HIKYAKU」には、「飛

脚の元気街道」コーナーを設け、食中毒や腰痛、インフル

エンザや花粉症の予防法など、健康管理に関するさまざま

な情報を掲載しています。特に、一日中屋外で作業を行う

セールスドライバーにとって、夏の暑さは大敵です。そこで

夏の暑さに負けない体づくりのための特集を組むなど、健康

管理に注意を呼びかけています。

心と体の健康管理

■メンタルヘルスケアの促進
　従業員とその配偶者・扶養家族を対象に「ＳＧホールディ

ングスグループ健康ダイヤル24」を開設しています。

　外部の専門機関による相談窓口を設け、健康・医療・介

護・育児相談や医療機関情報の提供といった家庭生活相

談から、仕事や人間関係などの悩み・ストレスなどの「こころ

の相談」まで、専門家が24時間対応し、

匿名での依頼も受け付けています。

　2008年4月からは、さらなるサポート

の充実を図るため、電話・面談によるカ

ウンセリング時間の延長の他、社員・

家族専用Webサイトにおける24時間

対応の相談窓口を設けています。

「ストップ・ザ・社外労災！」
ポスター

研修名称 人数

1 新入社員基礎研修 7,231
2 安全運転基礎研修 5,777
3 ＳＤ独り立ち認定研修 4,581
4 ＣＳ基礎実務研修 1,232
5 ＣＳ独り立ち認定研修 665
6 ＣＳ指導員認定研修 139
7 ＳＤ指導員認定研修 2,594
8 安全運転検定員認定研修 418
9 安全管理者専任時研修 487
10 宅配指導者養成研修 782
11 営業強化研修 1,782
12 営業強化研修フォローアップ研修 326
13 指導力開発研修 512
14 管理職実務講座 1,526
15 リーダーシップ研修 349
16 店長初任研修 51

合計（のべ） 28,452

「健康ダイヤル24」
ポスター
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お客さまに荷物と一緒に笑顔や元気、活気をお届けします！

佐川急便　下関店　塩田憲司

グループ力を高める「家族の愛」社員・家族専用Webサイト

　SGホールディングスグループの全社員、そして家族が、

心も体も健康でいることこそが、グループの事業基盤を支え

る最も重要な事項のひとつだと考えています。SGホールディ

ングスグループでは、専用ホームページ「SGホールディング

スグループ　社員・家族向けサイト」を運営し、健康相談や

職場環境における悩み相談などの各種相談窓口や、全国

の保養所・リゾート情報、各種ライフサポート情報などを掲載

し、社員とその家族が心も体も豊かな生活を送れるようにサ

ポートしています。

　「佐川急便のセールスドライバーの仕事を知りたい」とい

う社員の家族の声に応えて、会社参観を行いました。参加

した子どもたちからは「お父さんみたいになりたい！」という声

や、奥さまからは「お客さまの荷物を預かる大変な仕事だと

わかりました」という感想をいただきました。

　佐川急便には、親子や兄弟で働く従業員も多く、お互い

を理解、尊敬し合う温かい気持ちが、グループを支える元気

の源になっています。

福利厚生

■SGホールディングスグループ
　スポーツフェスティバルの開催　
　社員がいきいきと働くためには家族の理解・協力が重要

であり、社員だけでなく家族も含めた全体でSGホールディ

ングスグループが成り立っていると考えています。そこで、社

員、家族の親睦を図るため、グループ各社または事業所、

地域ごとにさまざまなイベントを開催しています。

　中でも、毎年5月の初旬に開催している「SGホールディ

ングスグループ スポーツフェスティバル（SSF）」は、グルー

プを挙げての一大イベントとして、全国から社員と家族が滋

賀県守山市にある保養施設「守山パーク」に集結し、スポー

ツやイベントを通じて親睦を深めています。

■クラブ活動
　佐川急便は、芸術やスポーツへの支援、子どもたちの教

育支援などに、地域社会と協力しながら取り組んでいます。

　スポーツの振興と健全な体づくりを目指し、さまざまなクラ

ブ活動を支援しています。

■厚生施設の提供
　従業員が心身ともにリフレッシュできる施設として、国内

外に厚生施設および契約リゾート施設を提供しており、従

業員家族のコミュニケーションに活用されています。

◦主な厚生施設

レークさがわ

日本一大きな湖・琵琶湖の東岸を
望む「レークさがわ」は、豊かな自
然と開放的な風景を楽しめ、守山
パークにも隣接し、心身ともにリフ
レッシュできます。

熱海さがわ荘

日本有数の保養地・熱海にある「熱
海さがわ荘」は、太平洋の大きく輝
く波と豪快な風わたる海岸沿いに
位置し、日常から解き放たれたリフ
レッシュ体験を堪能できます。

佐川急便守山陸上競技場

滋賀県守山市にある守山パークに
は、陸上競技場、野球場3面、ソ
フトボール場、人工芝サッカー場、
体育館、室内プールを備え、社員
をはじめ地域の方にもご利用いた
だいています。

SAGAWA SHIGA FC

日本フットボールリーグ（JFL）
所属。2007年度は、初の
JFL優勝を果たしました。今
後も、青少年育成のために
サッカースクールを開校する
など、リーグ連覇を目指しな
がら、本拠地の滋賀県にお
いて地域に愛されるチームづ
くりを進めていきます。

佐川急便ソフトボール部
2005年度から日本女子ソフ
トボールリーグに参加し、優
勝して2部昇格を果たすと、
2006年度は2部でも優勝。
2007年度は強豪揃いの1
部リーグで激闘を繰り広げ、
初参加で8位になりました。
2008年度はさらなるチーム強
化を図り、リーグ6位を目指し
ます。

佐川急便陸上競技部
毎年元旦に行われる全日本
実業団駅伝に13年連続で
出場を果たしています。またア
トランタオリンピックでは、マ
ラソン代表に2名選出されま
した。マラソン選手が多い中、
2007年8、9月の世界陸上
大阪大会に、谷井孝行と谷
内雄亮の両選手が競歩部門
で見事、出場を果たしました。

社員表彰制度

　SGホールディングスグループでは、グループの活性化と

社員のモチベーション向上を目的に、グループ社員（個人）、

佐川急便営業店（グループ）を対象に、グループ合同表彰

式を開催しています。

　この制度は、優れた業績を収めた社員と、年間を通じて業

績・品質・安全の向上に努め、優秀な成績を収めた営業店

が表彰される制度で、当グループの財産として称えています。

　受賞した社員や営業店はさらなるレベルアップに努め、ま

た、受賞を目指す社員や営業店は追いつき追い越す気持ち

を持つようになり、良い相乗効果が生まれています。

荷降ろしのお手伝い
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お客さまに荷物と一緒に笑顔や元気、活気をお届けします！

佐川急便　下関店　塩田憲司

グループ力を高める「家族の愛」社員・家族専用Webサイト
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う社員の家族の声に応えて、会社参観を行いました。参加
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福利厚生

■SGホールディングスグループ
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熱海さがわ荘

日本有数の保養地・熱海にある「熱
海さがわ荘」は、太平洋の大きく輝
く波と豪快な風わたる海岸沿いに
位置し、日常から解き放たれたリフ
レッシュ体験を堪能できます。

佐川急便守山陸上競技場

滋賀県守山市にある守山パークに
は、陸上競技場、野球場3面、ソ
フトボール場、人工芝サッカー場、
体育館、室内プールを備え、社員
をはじめ地域の方にもご利用いた
だいています。

SAGAWA SHIGA FC

日本フットボールリーグ（JFL）
所属。2007年度は、初の
JFL優勝を果たしました。今
後も、青少年育成のために
サッカースクールを開校する
など、リーグ連覇を目指しな
がら、本拠地の滋賀県にお
いて地域に愛されるチームづ
くりを進めていきます。

佐川急便ソフトボール部
2005年度から日本女子ソフ
トボールリーグに参加し、優
勝して2部昇格を果たすと、
2006年度は2部でも優勝。
2007年度は強豪揃いの1
部リーグで激闘を繰り広げ、
初参加で8位になりました。
2008年度はさらなるチーム強
化を図り、リーグ6位を目指し
ます。

佐川急便陸上競技部
毎年元旦に行われる全日本
実業団駅伝に13年連続で
出場を果たしています。またア
トランタオリンピックでは、マ
ラソン代表に2名選出されま
した。マラソン選手が多い中、
2007年8、9月の世界陸上
大阪大会に、谷井孝行と谷
内雄亮の両選手が競歩部門
で見事、出場を果たしました。

社員表彰制度

　SGホールディングスグループでは、グループの活性化と

社員のモチベーション向上を目的に、グループ社員（個人）、

佐川急便営業店（グループ）を対象に、グループ合同表彰

式を開催しています。

　この制度は、優れた業績を収めた社員と、年間を通じて業

績・品質・安全の向上に努め、優秀な成績を収めた営業店

が表彰される制度で、当グループの財産として称えています。

　受賞した社員や営業店はさらなるレベルアップに努め、ま

た、受賞を目指す社員や営業店は追いつき追い越す気持ち

を持つようになり、良い相乗効果が生まれています。

荷降ろしのお手伝い
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地域社会とともに
良き企業市民としての責任を果たし、豊かで健康な生活、安心できる社会の実現に向け、地域社会との共生に取り組ん
でいます。

小学生の職場体験学習に協力

　フューチャー イノベーション フォーラム（FIF）※が主催す

る「『社会の最前線』見学〜物流の最前線」に、佐川急便

が協力しました。これは、“社会貢献”および“未来を担う子

どもの創造力促進”に沿った活動の一環です。2008年3

月には、「セールスドライバーの仕事を一日体験学習」と題

し、小学5、6年生20名が宅配便の流れや物流現場につ

いて学び、実際に

集配業務を体験し

ました。

　参加した子ども

たちは、佐川急便

のユニフォームに

身をつつみ、見た

産学連携（ホスピタル・ロジスティクス）への取り組み

　佐川急便では、東京大学医学部附属病院22世紀医療

センター内に、寄付講座「ホスピタル・ロジスティクス」を開

設しています。この講座は、病院に必要な医薬品や医療材

料の調達・供給方法と、患者の利便性向上のための物流

サービスについて研究を行っています。

■病院物流の新サービスを試験的に導入
　病院サービスの向上を目指す「手ぶら入退院パック」や、

退院患者や通院患者の医薬品全般を効率的にサポートす

る、「お薬宅配パック」などの新たな物流サービスを、寄付

講座と共同開発し、2005年より東京大学医学部附属病

院で試行しています。

■病院物流を考えるシンポジウムの共催
　3年間の研究活動の報告や、病院物流の今後について

の情報交換の場として、2007年12月には、「病院物流の

最新動向と将来」をテーマに寄付講座と共同でシンポジウ

ムを開催しました。病院経営、医療情報、病院設計、物流

など、各分野の専門家の方々が参加し、病院物流につい

て多角的な意見が交わされました。

　今後も、寄付講座と協力し効率的なネットワークの構築を

目指し、医療材料の供給や患者の利便性を高める物流サー

ビスを提供できるよう取り組んでいきます。

目も元気の良さもすっかり佐川急便の一員になっていまし

た。今回の職場体験学習を通して、社会を支える物流の大

切さや、「はたらくこと」の意味を感じてもらえたと思います。

　今後も、未来を担う子どもたちに、私たちが伝えられること

をしっかりと伝えていきたいと考えています。
※�FIF は、IT イノベーションの成果である最先端技術を、広く社会の発展に活
かす場として、2006年1月1日に設立された団体です。

荷物の計測
荷物のお預かり

物流センターの見学

病院物流を考えるシンポジウム

社会とのかかわり
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「佐川美術館 樂吉左衞門館」オープン

　佐川急便創業50周年記念事業の一環として、建設が

進められていた「佐川美術館 樂吉左衞門館」が2007年

9月に開館しました。

　「樂吉左衞門館」は佐川美術館の第三の館として、佐川

急便が創業の地とする京都で、茶道を担う千家十職のうち、

陶工として400年余りの伝統を守り続けてきた名門樂家の

十五代樂吉左衞門氏の工芸品を展示しています。

スポーツイベント等への協賛

■ サガワ カマモト ジュニアカップ 
　モリヤマ2007
　少年サッカーの交流と技術向上を目的として、第1回から

協賛をしているこの催しは、今年で11回目を迎えました。

今大会は24チーム、

500名の子どもたちが

参加し、大人顔負けの

ハイレベルな試合が繰

り広げられました。

■ゴールデン・ルーキー賞
　日本プロ野球で最も活躍した新人選手に贈られるゴール

デン・ルーキー賞に、2002年から協賛しています。本賞は

プロ野球の最優秀新人賞を表彰するもので、受賞選手に

は、（財）佐川美術館ともゆかりの深い、彫刻家の佐藤忠

良氏制作のブロンズ像「萌える」が贈られます。

■ 佐川急便杯第53回アマチュア本因坊決定
戦全国大会

　この大会は、全都道府県代表や学生代表、女性代表な

どが参加し、囲碁のアマチュア棋士日本一を決める大会で、

2004年から協賛しています。

北京オリンピック日本代表選手団
応援プロジェクトの展開

　佐川急便は、JOCと共同で北京オリンピックに出場する日
本代表選手団を応援するプロジェクトを実施。2008年1月
には福原愛選手らをゲストに迎え、「日本応援団ロゴ」シール
を貼った自社トラックの出発式を開催しました。

講演活動への取り組み

　環境を考える経済人の会21（B-LIFE21） が主催する

寄付講座が、2007年度は法政大学で行われ、SGホール

ディングス代表取締役会長兼社長の栗和田榮一が講師を

務めました。約400名が受講する中、クライメート・セイバー

ズ・プログラムをはじめとした佐川急便の環境経営について

紹介しました。

白熱した試合が展開されました

講義のようす

樂吉左衞門館 焼貫黒樂茶碗 銘 海市



54 SG HOLDINGS GROUP Sustainability Report 2008

財団活動

■（財）佐川美術館

　佐川急便創業40周年記念事業の一環として、1998年3月、琵琶湖を望む守山パーク（滋
賀県守山市）に開館しました。日本を代表する日本画家の平山郁夫先生、彫刻家の佐藤忠
良先生の作品を中心に展示する他、特別展を開催し、東西文化の交流をテーマに、海外も
含めた貴重な美術品を数多く紹介しています。2007年度は「樂吉左衞門館」が新しく開館し
た他（P53）、新収蔵品公開記念展「平山郁夫大唐西域画」（3/20〜6/17）、特別展「広重
二大街道浮世絵展」（4/21〜5/27）を開催。さらに「琵琶湖の原風景をもとめて—ブライア
ンのまなざし—」（7/21〜9/2）ではWWFジャパンの後援をいただき、芸術と自然保護の共
通点が見出せた特別展となりました。また、子どもたちへの教育普
及活動の一環として、小中学生と同伴保護者の方の入館料を無
料にする「びじゅつかんでなつやすみ」を実施しました。

2007年度来館者数（累計）
127,517名（774,655名）

http://www.sagawa-artmuseum.or.jp/

■（財）佐川国際経済協力会

　1986年10月に設立され、中国をはじめとした開発途上国と日本の友好親善を目的として、
中古トラックの寄贈と車両整備技術研修生の受け入れ事業を行っています。2007年2月に
中古トラックの寄贈事業に対し、ラオス人民民主共和国から国家勲章を授与された他、11月
には同国のソマード公共事業大臣が訪日され、佐川急便「Tokyoビッグベイ」などを視察されま
した。また、第18回目となる佐川日中友好車両整備技術研修では、6名の研修生を迎え、日
本の車両整備業務の包括的習得に向けた研修を実施しま
した。 2007年度（累計）

中古トラック寄贈台数8台（3,297台）
車両整備研修生受入数6名（102名）

http://www.sagawa-kokusaikeizai.or.jp/

■（財）佐川留学生奨学会

　佐川急便創業30周年記念事業の一環として、1986年2月に設立され、東南アジア諸国
からの私費留学生を対象に奨学金援助を行い、日本と東南アジア諸国との国際交流・友好
親善を目的として、奨学金支給事業を行っています。当初8名から始まった奨学生も設立3年
目より、16名の留学生を奨学生として採用し、1名につき月額10万円の奨学金を2年間支給。
夢を叶えるため日本留学を決意した留学生に経済的支援を行い、現在では、交流活動にも力
を入れ精神的なサポートと奨学生同士の友情と絆
を大切にしています。 2007年度（累計）

奨学金支給人数34名（345名）
奨学金支給金額4,020万円（7億6,590万円）

http://www.sagawa-ryugakusei.or.jp/

■（財）佐川がん研究助成振興財団

　1989年2月に設立され、日本人の死亡原因第1位であるがんの基礎研究や応用治療研
究などの活動を助成し、医療福祉の向上に寄与することを目的として、研究助成金支給、研
究助成賞の授与、がんの予防啓発や自らの健康を守るための正しい知識の一般市民に対す
る普及事業を行っています。2002年度より毎年「が
ん市民公開講座」を開催しており、2007年度は「府
民とともに考える京都のがん医療」をテーマに京都市
内の会場で開催し、約700名が来場されました。

http://www.sagawa-gan.or.jp/

2007年度（累計）
研究助成件数15件（316件）
研究助成金額1,500万円（3億900万円）
特別研究助成件数4件（19件）
特別研究助成金額1,200万円（5,900万円）
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※2006年度は、SGホールディングスグループとして初めての決算となりました。
　また、売上構成も新たな事業区分による集計を行っています。
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【第三者意見】
　環境破壊や資源枯渇化など地球の限界が露になった今世紀、企業は株主モデ

ルの追求だけでは生き残ることができません。企業を取り巻くステークホルダー

をより広く解釈すれば、消費者、さらに国民そのものです。消費者、国民に必要と

される企業だけが存続を許される時代がきています。そのためには、なによりもま

ず企業理念をはっきり打ち出し、「わが社の存在理由」を明快に社会に伝える「見

える化」努力が必要です。環境・社会報告書はそのための有力な手段です。

　このような視点でみると、今年の報告書は、トップメッセージとして「すべての

ステークホルダーから選ばれる企業」を目指すことが語られており、そのために

ステークホルダー会議を毎年続けている点は評価できます。経営トップの顔が

もっと見えるように身近な体験談などを交えたメッセージにすると、もっと親しみ

やすくなるでしょう。

　環境対策は、単に経営の効率化を促進させるだけではなく、輸送の安全、安心、

さらに、社員のやる気、顧客の満足度の向上などその波及効果がどんどん広がる

事例を立体的に構成して示してもらうとさらに説得力が増すように思います。

　一方、温暖化防止対策では、世界的環境NGOであるWWF（世界自然保護基

金）と日本企業として最初に温室効果ガスの削減数値目標を設定（クライメート・

セイバーズ・プログラム）し、2012年までに達成する約束を掲げ、努力している

点は特筆に価します。

千葉商科大学　
政策情報学部　教授　

三橋規宏氏 

【編集後記】
　企業は社会との「つながり」の中で存在しています。地域社会との「つながり」、お客さま

との「つながり」、従業員との「つながり」・・・。私たちはその「つながり」を大切にして存続

していきたいと常々考えています。私たちの「環境・社会報告書」は、その大切な「つながり」

をさらに強固なものにするためのものであり、皆さまにご理解していただくことが最も大切であ

ると考えています。

　今回の報告書の企画にあたり、従来から心掛けている「わかりやすい表現」「親しみやす

い表現」に加え、カラーユニバーサルデザイン※を取り入れることで、より多くの方々にご負担

なく、読んでいただける報告書を目指しました。

　この報告書を通じて、SGホールディングスグループの活動を皆さまに正しくご理解していた

だければ幸いです。今後も社会との「つながり」を大切にしながら、事業活動を邁進する当

社グループであるため、皆さまの貴重なご意見・ご感想をお寄せいただきたく、宜しくお願い申

し上げます。

※色覚の個人差を問わず、出来るだけ多くの方に見やすいように配慮されたデザインです

ＳＧホールディングス株式会社
ＣＳＲ環境担当　一同
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花束とともにお届けした
娘さんの感謝の気持ち。
Ichiro Yasui

安井 一朗
（佐川急便 富山店） 

毎年、母の日はたくさんの贈り物をお届けしますが、その日配達
したのはとてつもなく大きな箱に入った豪華な花束でした。お受
け取りになった女性の方は最初、あまりの大きさにびっくりされて
いましたが、離れて暮らす娘さんからだと知り、「こんなに大きなも
のを送ってきて･･･、ばかだねえ」と言いながら印鑑を押してくだ
さいました。でも、印鑑を持つ手も声も震えておられたので、おそ
らく涙ぐまれていたのだと思います。私は、お母さんに対する娘さ
んの感謝の気持ちをお届けすることができたうれしさを実感しなが
ら、ありがとうございましたと言ってそっとその場を後にしました。
私たちが運んでいるもの、それはお荷物に込められた送り主さま
の気持ちです。

託していただいた
人生最後の贈り物。
Toshiharu Nishiguchi

西口 年春
（佐川グローバルロジスティクス 岡山事務所） 

ある日、一本の電話が知人から入りました。「大至急、子ども用
自転車をチャーター便で運んでほしい」とのこと。急いで集荷に向
かった先は病院で、ベッドで横になっている男性のお客さまから、
息子さんへの誕生日プレゼントとして届けてほしいと依頼されまし
た。すぐに配達先へお伺いし、奥さまに「ご主人から息子さんへ
のお届けものです」とお渡しすると、奥さまはその場で泣き崩れら
れました。お話を伺うと、ご主人は重病で余命宣告をされていると
のことで、「息子とすぐに病院へ行きたい」とおっしゃったのでタク
シーを呼んであげました。病院に到着して2時間後に、家族に見
守られながらご主人は昇天されたそうです。私は物流に携わる人
間として、一つの家族の思いを運んであげることができ誇りに思え
ました。私たちが運んでいるもの、それはお金には決して換えるこ
とのできない、実際のモノ以上に大きくそして価値あるもの。そう
いう荷物を託すのに選んでいただける人間でありたいと思います。

私 た ち が お 届 け  し て い る も の
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思わず涙がにじんだ
「ありがとう」の言葉。

Yoshinori Iwai

岩井 義則
（佐川急便 岐阜店） 

独り暮らしのおばあちゃんのお宅に、通販の家具調こたつを配達
したところ、翌日に返品依頼があったため集荷に伺いました。返
品理由を尋ねると「こたつの脚がうまく付かないから」とのこと。
商品を見せていただくと、どうやらネジを逆にして取り付けられてい
たようで、私が代わりに取り付けるとうまく脚を付けることができま
した。その日は時間に余裕があったので、この際だからと全部組
み立ててあげました。するととても喜んでいただき、「ありがとう、あ
りがとう」と何度もお礼を言われました。それを聞きながら、おばあ
ちゃんの独り暮らしはたいへんだなとしみじみ感じて、涙がにじん
できました。私たちが運んでいるもの、それはお客さまの気持ちだ
けではなく、私たちドライバーのお客さまに対する誠心誠意の気
持ちです。これからもお客さまに喜んでいただけるよう少しでもお
役に立ちたいと思っています。

単身赴任のお父さんの
思いがこもった重さ。
Hirofumi Tonosaki

外崎 博史
（佐川急便 神戸店） 

クリスマスイブの日でした。きれいにラッピングされたプレゼントらし
いお荷物をお届けしたところ、小さな男の子が「お父さんからだ！」
と喜びいっぱいで受け取りました。奥さまに話を伺うと、単身赴
任のため男の子はお父さんと年に一度しか会うことができないと
のこと。それを聞き、このお荷物は実際の重量以上に重いお荷
物だと感じました。そして、お届けしたクリスマスプレゼントを通し
て、この子とお父さんの気持ちを私たちがつないでいるんだなあ
と深く感動しました。私たちが運んでいるもの、それは荷物に込
められたそれぞれの人の「思い」です。「思い」がたくさんつまって
いると荷物も「重い」ものです。その重さをしっかり意識しながら、
一つひとつの荷物を大切に扱っていきたいと思っています。

私 た ち が お 届 け  し て い る も の






